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研究成果概要 
【エネルギースペクトル】 
図１に Telescope Array（TA）の地表検出

器（SD）で測定したエネルギースペクトル

を示した。TA で測定したエネルギースペク

トルは HiRes によるエネルギースペクトル

と一致している。また、5.5σの有意度で

GZK suppression と一致する flux の急激な

減少を観測した［1］。 
 

【質量組成】 
これまで大気蛍光望遠鏡（FD）のステレ

オ解析でのシャワー最大発達点 Xmax を用

いて陽子組成と一致することを報告してい

た。ここでは新たに HiRes 望遠鏡を移設し

た Middle Drum サイトの FD と地表検出器のハイブリッド事象の解析による Xmaxとエ

ネルギーの関係をシミュレーション計算とともに比較した結果を図 2 に示す。エネルギ

ーが 1018.2 eV 以上で一次宇宙線の成分は、陽子と一致している。 
 
【異方性】 

SD データを用いて、極高エネルギー宇宙線の異方性の研究結果を発表した［2］。E > 57 

 

図１TAのSDによるスペクトル(●)と他の実験

で測定したスペクトルの結果。 



EeV 以上の宇宙線（25 事象）の到来方向と AGN（Veron12 版カタログで zmax<0.018）
の位置を sky map に示した（図 3）。AGN と 3.1 度以内で相関がある宇宙線は 11 事象で、

一様分布から期待される 5.9 事象と比較して有意な差は見られなかった。また大規模構

造（LSS：Large-Scale Structure）との相関を E > 10 EeV（988 事象）、40 EeV（57 事

象）、57 EeV の宇宙線に対して調べた。40 EeV と 57 EeV 以上に対しては LSS と一致

しているが、10 EeV 以上に対してはこれまでの予想より強いあるいは厚いハローを含ん

だ銀河磁場を考慮するとうまく説明できるという結果であった。ただし、すべてのエネ

ルギー閾値で一様分布と一致した結果でもある。更に AGASA で示唆された宇宙線同士

の到来方向の small scale clustering に関して有意な信号は見られなかった。 
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図 2 TA の MD サイトのハイブリッドデータに

よる preliminaryなXmaxの平均値とエネルギー

の関係。黒丸が観測結果で、線はシミュレーシ

ョンの計算結果である（赤は陽子、青は鉄）。 

 
図 3 銀河座標で表示した TA の 57 EeV 以上

の宇宙線の到来方向（赤丸は 3.1°の半径内で

AGN と相関がある事象で、青丸は相関がない

事象）と AGN の位置（黒印）。破線は TA で観

測可能な領域の境界線。 
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